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海鳥を見る楽しみ
中村萱流

大きい翼を張って，洋上をすべるように飛ぶ海鳥の萎には胸のすく快適な情感をおぼえる。設が湧きあ

がってくる斜面をひくく流れて行き，せりあがった主主頭がくずれる頃，そのあおりに乗るように上昇して

いくごみるみる翼をかたむけ．コアホウドリともなると，ほとんど鉛直にまで達する。翼車訟を中心に回転

＿...しながら，再び水平へむかつてそして低くもどっていく。同時に体験を中心にしたゆるやかなカ プを箔

いて．次の渡のうねりに入っていく。その流れる線をあかす覗めることが．まず海鳥を見る入り口だろうこ

オオミズナギドリの小詳だと，ぞろぞろとつらなるように上空へおどり出し波形を措いて下降してい

く時に，その姿をみとめることができる。ハシボソミズナギドリの群飛の中へ入るを，海上を螺旋を描い

て前進しているように見える。実際は左右へゆれる被形と上下にゆれる波形が組みあわさった，立体的な

運動である。それが左右交互に組みあわさって並ぶ援のうねりとぴったりあっている竺波の形や動態にあ

わせた行動のあることは． どこに住んでいる鳥にも見あたるこをだ。海鳥の持つ体長よりも翼関長のず＝

と大きい強得の形態は．波間に餌を探索する行動を決定し，その基本的な運動ノζターンのために輿発され

たに違いない。何しろ，洋上では海の波と， E寺時通りすぎる海鳥しかほかに見るものはないので，波のこ

とと．鳥のことしか考えることがない三

海鳥を見るためにだけ船に乗る人も次第にふえて来た。東京から釧路へ行くフェリーに乗ると．大低鳥

を見ている誰かに会う。たぶん日本近海で最も鳥の豊かな航路だろう。思いがけない珍鳥も時時記録され

ている。沖縄から東京へのコースは鳥の種類が少い。しかしオオミズナギドリが多く，いろいろの生活相

に出あう畿会が多い。そこで．大群が洋上にドーナフツ状のリングをつくって飛びまわり． リングの内側

へむかつて次々に飛びこみをするのを見たことがある。それもまた新しいものを見る喜びにつながる。匹、

＿...まかせだから，一つの航海ですべてを見ることなどとてもできない。何かを見つけたり，ましてそれをま

とめようとしたら，ずい分と時間がかかるだろうご海鳥研究グループができるという。期待したい＝
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「日本海鳥ク’ループ」発足する

長谷川 博

1983年10月20, 21 日に東京大学海洋研究所で開催された f海鳥の分布・生態に関するνンポジ

ウムJの場で， f日本海鳥グループJ( Japan Seabird Group ）が発足した。

日本は四方を海に囲まれ．亜熱帯から亜寒帯海域にのびる大小よ000余りの島々からなっている。 そ

の海岸を世界でも有数の海流が洗い，多僚で豊かな海洋環境を形づくっている。そして，近海には数多く

の海鳥が訪れ，島々は多くの種類の海鳥の営巣地となっている。日本は海鳥研究の格好の場といってよい。

しかし残念にも，海鳥たちは，まだ多くの研究者・観察者をひきつけてはいない。それでも，近年，

少しずつ，海鳥に関心をもち．謂査・研究，観察する人が増えてきている。この傾向を一層促進し，海鳥

に興味をもち研究－観察している人の交流を深め，情報を交換しおたがいに刺激しあうことを第 1の目

的として，このグループが編制されたo またグループは，共同で作業を進める希望をもち，場合によってa、
は海鳥の保護，海洋環境の保全についても検討，提言する計画をもっている。

このグループ結成には二つのきっかけがあった。そのひとつは， 1982年 7月 10日に東大海洋研で

行なわれた日本生態学会関東地区会例会（小シンポジウム f海鳥の生態J• 4名講演）で，このあとの懇

親会で，‘海鳥研究グループ’をつくってはどうかという提案がなされたことである（日本生態学会関東

地区会会報－＂ 31. 15-16.参照）。

もうひとつは， 1982年 8月 3～5日にイギリスのケンプリ 7ジで催された昌際鳥類保護会議海鳥部

会シンポジウム（ I .C.-B.P. Seabird workshop ）とそれにひき続いて8月 11日にモスクワで

行なわれた国際鳥類保護会議／函際鳥学会議の海鳥委員会（ I .C.B.P./I .O.C. International 

Seabird Com百 it tee ）の総会で，この会議に出席された黒田先生が，西太平洋の海鳥グループの結

或を希望されたこと（「海洋と生物Js:321. 参照）。

このような背景から，‘まず，日本の海鳥研究をしっかりさせねば’という考えで，海鳥グループを組

織するための検討が始められた。もし発足させるならば，何か‘お祭り’をやったほうがよいというこ

とにな札束大海洋研の共同利用研究集会開催を申し込み．それが承諾され，シンポジウム開催の運びと

なったのであった。
a、

まだ生まれたてのほやほやで．すべてこれカーら。それでも．すでに 50名近〈のかたから会員申込みが

あった。ごくこじんまりとしたグループである。しかし今後，・日本の海鳥のさまざまな面について，少

し；ずつ明らかにしてゆこうと熱い思いを抱いている人たちばかりからなっている。この I日本海鳥グルー

プjに興味をもたれたら，遠！琶なく且下記に葉書きで連絡をして下さい。

干 274 千葉県船積市三山－2-2-1.・ 東邦大学理学部海洋生物研究室

f日本海鳥グループj事務局長谷川簿

ー海外の H 海烏グループ”について

人間による便利さの追求は，時としてはかり知れない大災害・自然生態系の擾乱をひきおこす。農薬禍

は陛鳥をむしばみ， 「沈黙の春jを現出させ，海援の油汚染は海浜域生物群集を死滅させ，泊にまみれた
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海鳥は飛ぶ自由を奪われて絶食銭死し，海浜に打上げられた。その最大の惨事は 1967年3月の大型タ

ンカ－＂トリー・キャニオン号”の座礁であった。また．海鳥の体内にも有機塩素系化合物（ DDT, B 

HC. PC Bなど）や重金属が蓄積されていることが明らかになり．地球的規模での環境汚染の実態がう

かびあがった。

こうした事態は深刻かつ冷静に受けとめられた。 1965年に， W.R.P. Bourneがイギリスで海鳥グ

ループ結成をよびかけ， 1966年に発足した。この会は，海鳥研究者の交流と共同調査，海鳥の保護を呂

的に活動している。年会を開催し，年報（ 198 3年以後，雑誌Seabird）を刊行し定期的にサーキニ

ラーを配布している。共同作業の成果のひとつは 1974年に出版された， 「英国とアイルランドの海鳥」

( The Seabirds of Britain and Ireland ）なる本である。

イギリスにはもうひとつの特殊だが伝統ある海鳥研究団体がある。それは，イギリス海軍の鳥仲間が主

となっているRoyal Naval Bird Watching Societ yで，機関誌 S,a Su:allou：を刊行してい

る。そして．世界各地を航行する匹、から送られてくる観察記録を整理・記録している。それらのひとつの

~集戒が世界の海鳥についてのヵ・イドブ 7 ク（ A Field Guide to the Seabirds of Britain 
and the World, 1978. A Guide to Seabirds on the Ocean Routes, 1980）であ

るo

イギリスの海洋鳥学は世界をリードしている。 1977年3月にアバディーン大学で諸団体共催で海鳥

会議が催された。その記録（ Ibis, 120: 101-136) を読むと，そのことがよくわかるだろう。

やや遅れて， 1972年には Pacific Seabird Group が発足した。おもに北アメリカ太平洋岸ー

ハワイ諸島の海鳥の研究と保護を目的としている。年会を催し，会報（年2回）を配布している。

このほかオーストラリア，ニュージーランドに AustralianSeabird Group. がある。この団体

は年会をもたず（広すぎて集まれない），もっぱら会報を配布を通じて連絡がとられている。また，アフ

リカ大陸両岸の海鳥を対象とした African Seabird Group もある。これは，かつて南アフリカ地

媛の海鳥を対象にしてニューズレターを発行していたが，発展的に解消して再編制されたものである。現

在，雑誌Tht Cormoraπtを年2回発行している。

こうしてみると，欠けているのは西太平洋アジア地域と中・南アメリカということになる。日本の海鳥

グループは5番目である。

これらの地域別の海鳥グループを統合する国際的な海洋鳥学会を編制し，独自の雑誌を刊行しようとい

，...う提案がされたが，いまのところ具体的進展はないようである。

以下に連絡先を記しておく。

Seabird Group: Dr TR  B Birkhead, Hon. Secretary, Department of Zoology, 

U n i v e r s i t y o f S he ff i e I d , S he f f i e I d S I O 2TN , U . K . 

Pacific Seabird Group: c/oWi!dlife Resarch Field Station, Humboldt State 

University, Arcata, California 95521, U.S.A. 

Aust ralz aπ Seabird Group: P.O.Box 65, Civic Square, Aσr. 2608, Cambera, 

Australia／または P.O.Box 12397, Wellington North, New Zealand. 

Afγz caπ Seabird Group: Dr R K Brooke, Treasurer, Percy Fitzpatrick Institute 

for African Ornithology, University of Cape Town, Rondebosch 7700, South 

屯fric a. 

海鳥についての図書・文献簡単な紹介

海鳥とよばれる鳥の仲間は，全部あわせてもただの270種，現生鳥類約 9,0 00種のわずか3'*1を占
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めるにすぎない。それでも．近年．海洋（資源．環境汚染．軍事など）に対する関心が世界的．ι高まり．

海鳥への関心も深まってきている。そして．多くの研究が発表され，本も出版されるようになコた。ここ

では．ごく大雑把に海鳥関係の図書・文献を紹介したい。

分類・形態学を除けば，海鳥についての巌初のまとまった本は， Alexander によるものであろう。初

版は 1928年に出版され， 1954年に改訂新版が出た。I) I 9 3 6年には，海洋鳥学の記念碑的大著が
?) 

M町向rlこよって著された。 最近・海鳥と海洋との関係を研究した論考が発表されるようになり，宇ま

た，カラー絵や写真を豊富に用した一般向けのやさしい解説書も出版されるようになった0 4)ただしこ

れは注意して読む必要がある。

海鳥の洋上分布や移動を譲査するためには，正確で使いやすい［識別ガイドプァタjが必須となる。近
5) ザ

年，この種の本がいくつも出版され， 世界の語鳥l」ついても一冊の本で間に合うようになった。 しか

し．情報不足や無理をおしてのとりまとめという惑を否めず．若干の誤りも含まれる。いくつかを比較検

討するのがよいだろう。

このほカミに，地媛別の海鳥ハンドプフタも出版されているo オーストラリア，η イギ I)点 のが利用で

きる。地媛別烏額ハンドブァクには各種の詳細な記述があるP繁殖分布や洋上分布を取扱った論文集，調’、
査報告書，またシンポジウムの論文集も多く刊行されている010）このうちで， 1982年 8月にイギリス，

ケンプリフジで催された ICB  P露会海鳥部会のシンポジウム記録集は．近々．出版される予定であるp>
これは，概論と地主義別現状報告の2本立てで，最新の情報を知るのによいだろう。

I) Alexander, W.B.(1928) Birds of the Ocean. Putnam, 'LY.北 London.( new & rev. edn. , 

1954). 
2) ¥lurphy, R.C. (1936) Oceanic Birds of South America. 2 vols. Amer. ~lus. '.¥at. Hist. 

& ~facmillan, '.¥.Y. 

3) Ashmole, :¥'.P. (1971) Sea bird ecology and the marine environments. Avian Biology, 

1.223-286. Academic press, '¥.Y. & London; Shuntov, V.P. (1974) Sea Birds and the 

Biological Structure of the Ocean. :¥ational Technical Information Service, U.S.Dep. 

Commerce, Spr l口定fieId. （英訳版）など。

4) Sa山由rs,D.(Lilly, 1':., ill.)(1971) Seabirds. Hamlyn, L叩 don: Nel s叩， B. ( 1980) 

Seabirds: Their Biol噌 yand Ecology. Ham! yn, London. 

5) Harrison, P.P.O. (1962) Sea Birds of the South Pacific. Royal 河avalBirdWatch1曙

* Society; Watson,G.E .. Zusi, R.L., & Storer, R.E. (1963) Preliminary Field Guide to 

the Birds of the Indian Ocean. Smithsonian Institution, Washington, D.C.; "Watson, G.E a、
(1966) Seabirds of the Tropical Atlantic Ocean: Smithson i釦 Inst.,Wash., D.C.; 

"'King, W.B. (1967) Seabirds of the Tropical Pacifie Oc却： Pre!i minary Smithsonian 
ldentification:¥lanual. Smiths. Inst., Wash., D.C.; Watson, G.E. (1975) Birds of the 

Antarctic and Sub-Antarctic. Amer. Geophysical Union, Wash., D.C., Harper, P.C. & 

Kin sky, F .C. ( 1978) Southern A I bat rosses and Pet re Is: An I dent if icat ion Guide. Victor I a 

Univ. Press, Wei I ington. （長印はおそらく絶版）

6) Tuck, G. (Heinze!, H., ill.) (1978) A Field Guide to the Seabirds of Britai口組dthe 

World. Collins, London; Tuck, G. (Arlott, N., il!.)(1980) A Guide to Seabirds on the 

Ocean Routes. Collins, London: Harrison, P. (1983) Seabirds: An ldentificati叩 Guide,

Croom Helm A.H. & A..W. Reed., Kent Frenchs Forest. 

7) Serventy, D.L., Serventy,V. &Warham, J. (1971) The Hand加okof Australian Sea-

Birds. A.H. & A.W. Reed, Sydney. 

8) Cramp. S., Bourne. W.R.P. & Saunders, D. (1974) The Seabirds of Britain and Ire！加d.

Col I ins, London. 
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9）たとえば Cramp, S.& Simmons, K,E,L.（吋.）（ 1977) The Birds of Western Pal白 rel1c. 

vol. 1. Oxford University Press, Oxford; Niethanmer, G., Bauer, K.¥L & Glutz von 

BI otzheim, U, (ed.) ( 1966) Handbuch der Voge I ¥Ji t te leuopas. Bd. 1 . Akademi sche Verlag., 

Wiesbaden; Palmer, R.S. （吋.）（ 1962) Handbook of North American Birds. vol. 1. Yale 

Uni同 rsi ty Press, New Haven & London; BI ake, E. R, ( 19 7 7) .¥fanua I of .¥eotropical Birds. 

Vol. 1. University of Chicago Press, Chicago; B r明ivn,L.H., Urban, E.K., & :¥ewman, K. 

(1982) The Birds of Africa, Vol. 1. Academic Press, N.Y.& London; 

10）たとえば Bartonek,J.C. & Nettleship, D . .'.¥'. (ed.)(1979) Conservation of .¥larine Birds 

。fχocthern North America. U. S .Fi sh & Wi !di i fe Servi ca, Wash., D .C. 
11) Croxall, J.P., Evans, P.G.H., & Schreiber, R.W.(ed.) The Status and Consenation of 

Seabirds. (in prep,) I .C.B.P. （以上長谷川博）

,.... ＜世界の鳥学者・ 2>
W.R.P.Bourne博士 黒田長久

1958年6月，ある朝へルシンキ大学の学生寮の自室を出ると長身 20代かと思ゐれる若い英屋紳士が私

を待っていた。その痩しげな話しかけは文通での感じを裏づけるものだった。

彼は私のミズナギドリの脅学論文をいち早く読んで評価してくれて，手まめな手紙でオオミズナギドリ

とオニミズナギドリを Calonectrisにする私の骨学諭に賛成し，シロハラミズナギドリ類 Pterodro斑 α

の分嶺関係（ミズナギドリに近いか，フルマカモメ系か）にも興味をもち， ミズナギドリ自についての文

較に通じ（私の論文に文献を多く引用したことに同感し），個人的な研究も積んでいることがうかがえた。

ととへんシンキ大学では第 12回国際鳥学会議（ IO C）が開催中で．博士は今回私の発表する論文

（ミズナギドリの南北半球での繁殖期の逆転）の英文を校関してくれた。お蔭て屯は国際学会での論文を

自信をもって読むことができ，日照時間と繁殖期の問題を研究中の Wolfson博士らのコメントもあった。

Bourne 博士は，海鳥の専門家として世界的に知られるようになり， 1966年 seabirdgroupを結成

し（初代会長はフルマカモメの研究で知名なマスコミにも知られた James Fisher博士）， 名実ともに

中心的幹事となった。その後も何度かミズナギドリ・セウミツバメの分類意見の書翰をいただいたが，当

面陸上の研究に移ったと伝えたところ，ムクドリの研究についても海鳥と同様に期待すると励まされた。

そして何年か過ぎ私がミズナギドリの骨の研究補足をしたいと知らせると，早速，大英博物箆にあった私

r'の希望した種の骨格が送られてきた。そのご好意に答えるべく私はそれらを比較研究し 1966年のOxford
でのI0 Cに発表すベく Abstractを送ったが，私的事情て’私は欠席した。この本論文は年ををた本年

(1983) r鳥jに投稿中である。博士の心からの気くばりには感謝の外なく，博士はそういう方なので
ある。

数あるなかで博士の主な業績は南大西詳の海鳥集団海績を海底からの上昇海流によるプランク十ン．従

って餌の豊さ，に結びつけた大西洋ではじめての海洋鳥学上の論説や， CapeVerde島での同じ大きさ

の巣穴をつくる種は季節を違えて繁殖する（亜熱帯なので可能）という原理の提唱（北硫黄島のクロウミ

ツバメ左オーストンウミツバメの例もある一一籾山徳太郎氏）。そして， 1967年の大型タンカー Torrey

C却 yon号の英国沿岸難波の際．告白油による海鳥の大量の死亡事件 oilpullut I佃 ofthe seaの徹底調

査と保護の論説（ Bourne 197 0）で海鳥研究と保護を兼ねる第一人者（ ¥Jurphy博士に次で）となった。

かくてヘルシンキ以来多くの年を経て 1982年8月．私は英国ケンプリッヂでのICB  Pの海鳥ワーク

ショ 7プに参加して，真黒に日焼した堂々たる体格（頭は光るが）の有名人を号、わせる紳士にDr. Bourne 

博士に会いたいというと， 「それは怠だJとの返事，博士には私と解っており大笑で握手した。その置きき

と嬉ぴは私も近来稀であった。そしてアメリカのWatson博士，カナダの Brown博士やニュージーラン

ドの Harper博士など，中堅，若手の海鳥学者もこの会議て骨士を中心にして談合していた。博士は常に
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最前列に坐って必ず何かを発言し参加者はいつもその海鳥に関する博識に期待して話術と情熱に魅せら

れた。笑いを誘うユーモアをかもし出す存在感豊かな博士の風貌はダルマがぴたりの東洋風て寸らある。

私には末だにそれが，あの若き日の英国練士と結びつかない。しかし変りないのは，その積りがいのあ

る人の良さである。長く学会とくに海鳥グループの中心にあって活躍されることと思い，それを心から期

待している。

Movement 

海外のシンポジウムのお知らせ

生息地のさまざまな変化に対して陸上脊椎動物がどのように反応するか－一このモデル化に演する下記

のシンポジウムが催されます。これは，この種の研究の今日的まとめを行ない，科学者や野生動物保護・

管理にたずさわっている人に展望を示そうとするものて寸。

Wildj ife 2000 :¥l吋eI ing Habitat Relationships of Terrestrial Vertebrates. 7 11 October 

198-t, Fallen Leaf L吋 ge,Stanford University’s Sierra Camp near Lake T油田．

講演・ホスター両形式の発表が予定され・論文の－主bstract〆切りは講演が 198託尋12月15日， ポ属、
スターが 198-t年 1月31日となっています。ただし参加登録には制限があります。興味をもたれたかた

は直接下記に連絡をとって下さし、。

Dr. Jared Verner, Program Chairman, Forestry Science La加 ratory,2081 East Sierra 

A、・enue,Fresno, California 93710 U.S.A. phone (209)487-5588. 
。全北区烏窓種形成地図（ HAS A=  Holarct ic Avian SpecはtionAtlas ）作成協力要請

HASA は1982年8月．モスクワで催された第 18回国際鳥学会議の折，公式に発足。 1992年まで

1 0年をかけて，全北区鳥額2.000種あまりについて繁殖分布域地図を作成する。特に，時間と空間にお

ける生態と進化に重点、をおいて，各種に詳細な注釈を加える。すなわち，更新生におこった氷期の交替が

ひきおこした気候および値生の大規模な変化が，もととなった種をいかに分離し新種の形成を促進したか，

あるいは．一担分離された種（地域集団〉が再び接触するようになってどの程度の混交がおこコているか．

などの点。現在の知識を集成する大計画である。

残念ながら，この間に絶滅した，あるいは危機にある種のうちで．日本にかかわるものは少なくない。

この計画の完成には，まだまだ，繁殖分布について正確な情報が不足していて，協力の要請がなされて

いる。この計画の諮問委員会に日本からは森岡弘之氏が参加している。

詳しく知りたい方は，森岡氏あるいは本編集部へ。または直接下記へ。

The Organiser／つ巳ditor, HASA 

134 The Avenue, Starbeck, Harrogate, North Yorkshire HGl 4 OF, Engl司1d.

”知ることは守ることで m あなたの援助は鳥を守るのに役立つ”とよびかけているc

（以上長谷川博）

岡董高氏「イヌワシ」の絵が入選

昨年7月に，日本芸術家協会，連展に出品の fイヌワシ」の絵（ F 4 O号）が， 見事入選されました。

ベ

なお．その絵を本年2月22日．神奈川県厚木駐屯の米司令官A.M. Weyand中将に．日米親善に矧ける

ゴールデンイーグルと題してプレゼントされたそうて寸ー。

Information 

例会通知方法の変更について

東京て行なう烏学会例会を．今まではハガキ印刷で全国の会員に通知してきましたが，費用がかさむうえ，

実際には東京近県の方しか参加できず，費用負担の不平等など改善治：望まれていました。学会としての例会

← 6 



を続けていくこと自体は，会の現状と照らしてそれなりの意義が認められます。そこで，これからは次の

ように通知方法を変更しさらに例会内容を［鳥学ニュースjにて報告します。（参加者名簿は従来通り

「鳥jに掲載）

そのため例会の通知方法を次のようにします。

1. 例会予定を数ヶ月前から「鳥学ニュースjに発表する。

2. 例会が予定通り行なわれるか．延期または中止になるかについての問い合せは，例会予定日の前3日

間の午前8時～午後5時の間に，留守番電話にて応じる。

3. そのため例会に参加予定の方は，事前に電話をかけ実施の有無や会場を確める。

以上，たいへん不便にはなりますが，経費節約のためご協力くださるようお厭いいたします。

なお例会は．秩～冬期を中心に3～4固定期的に開催していきます。近県会員やちょ・うど上京される会

員諸氏の積極的な参加（聴くのと話すのと両方で）をお願いいたします。興味深い研究，観察などの情報

を例会幹事までお寄せください。

例

，..・ 1983年4月23日 （於・よ野動物軍）

~恥
コヨE 報 止t

Eコ

く講演＞ 都市公園におけるそズの社会構造（求愛給餌の意味をさぐる〉

山岸

（例会幹事石田健）

哲氏（大阪市大）

長年にわたる大医大泉緑地でのモズの研究結果ι特に求愛給餌に骨、ての話題。色足環で個体識別した
多数のモズについて，なわばりの形成，維持，雌維の関係を観察し，雌がまをの給餌量によって，その［力

量」をはかつて番形成をし，維持されるらしいということや，雄が雌に与える餌は離の子育てにとって実

用的な意味を持つようだという興味深い内容であった。

くま量 報＞ カワウめ特殊な繁殖形態の例 福田道雄氏（上野動物置飼育課）

東京不忍池のカワウのコロニーで，個体識別した調査をしていたところ．次のような繁殖形態が観察さ

れた。まず同じ親から瞬化した．同腹関係の2羽による番で．これには雄と維の場合と．維と院長の場合が

あった。またさらに 3羽の番も見られた。これは両綬とその雄の子によるものであった。この場合，子は

僻化した翌繁殖シーズン両親の巣に残ってヘルパーとなり（この段階までならさほどまれではなかった）．

そしてその翌シーズン錐毅と番関係を持っていた。

・1983年9月10日 （於・東大〉 ソ連鳥学者との集いく準例会＞

この会は． 「鳥の世界展」に関連して来日されていたソ連学者のうち， E.クローツキン氏とv.ドル

炉ニク氏に講演していただいた後．お財政みながら歓談したものです。初めは鳥学会大会の特別講演な

り．正式の例会として場を設けたかったのですが，直前まで日程等が決まらず．関東地方を中心とした方

々にしか案内できなかったのは残念でした。

クローツキン氏は，この400年程の聞に確認されている 900種余りの鳥の絶滅が，主として人間活豪

によってひき起された様子を．いろいろな例をあげて説明されました。特に烏の生息環境消失が，今も続

いている絶減の原因の Iつであり，そのためには自然環境の保全が必要である。今では，人間が，地球規

模で自然環境を残さなければならないことを意識しており．人聞と生物圏のかかわりに関する国際計画も

進められている，と話がありました。一方，多くの島の鳥のように，絶滅する鳥の倒にも，その生態に何

らカザ溺点を持つこと訴さらじ生存に適した新しL唾治生じていく可能性が予想されるとも述べられましたc

ドルニク氏は，鳥のエネルギー配分に関して興味漂い話をされました。患ったり，震ねたり．廃ったり．

飛んだりという活動によって．それぞれの鳥がそれぞれの環境でどのようなエネルギーの消費率を持ち，

また使うエネルギーをどのように配分しているのかを．実験室と野外の両面から明らかにしようとするも

のです。ソ連とアメリカの学者が協力して，様Aな種類のデータが得られ，例えば．飛んでる時間の長い

鳥は省エネ型の飛罪習をするといったことも示されました。鳥の体重．繁殖期などの季節，気温の3者がわ

かれば，その鳥がどのようなエネルギー配分をしているのかが，かなりわかるということでした。

最後になりましたが，長時間通訳に奮闘された日本対外文化也会の原田篤子さんに感謝いたします。

-7 （石田健）



学会・関係団体地図

学会のほか．関係団体の道顧を示す。東京の地理に不案内
－三－
L
h一夜な方に役立てていただけると思う。各団体ともあらかじめ電

話で予約してから訪門のこと。

日本鳥古学会 国電中央線大久保駅下車7分。北口を出てす

ぐ．高架の線路と直交している大久保通りの信号を渡り．右

2本目の小路を左に入る。両側に並ぶトルコやラ

プホテルにめげずに歩〈。突き当たりを右に曲がり，またす

ぐに左に曲がる。国鉄の大久保寮に続き．テニスコートが2

面ある。運が良いとヤングギャルばかり。信号のない自動車

に曲がり，

ヨト
吾一ι唖

$
事
，D 5心，.

道を渡って 100m進むと，通称 f科博Jがある。本館は東
新宿区圏、

ここは分箆なので注意。駐車可。平日 9～17時，土濯は 12時まで。干 160京－上野にあり，

364-2311。両立科学博物館内。百人町 3-23-1

山階鳥類研究所など，渋谷駅を中心に4団体の事務所がある。渋谷の駅は谷底にあり，地下に東急新玉

3陪に地下鉄2階に園電山手線・東急東横線・京玉井の頭線，川線／地下鉄半蔵門線（相互乗り入れ），

銀座線が走っていて，最もわかりにくい駅のひとつ。いったん地上に出て，忠犬ハチ公の像の前で方向を

定めると良い。傍に交番もある。

像の前にある大きな交差点を斜めに渡ってしまい， 歩道を北へ向かう。すぐ左側に日本鳥類保護連盟

もともとはトウキュウ（つまり東急）に

由来する。そのまま歩道をゆるやかに登る。この通りを東急本店通り

という。やがてその東急デバート本店を左側に見て，歩道がなくなる

7 7 '7ションピル 109が見える。普通イチマルキュウと呼ぶが，

ぷA
－
h
時
加

N
A
I
T－
 が，同じ方向に坂を登る。やがて右側に大きな材木屋がある。その隣

ベ



りのビルに「連盟Jが入っている。駐車困難。 9時半～ I7時（土・日・祭日も）。〒150 渋谷区宇田

川町37-1 0 渋谷レジデンシャルオフィス 405。 465-86010 

日本野鳥の会 渋谷駅の東側にあるo ，、チ公像からは，山手線のガードをくぐり．交差点を渡って，安

田信託銀行と協和銀行の聞の大きな道（宮益坂という）を登る。坂の途中の左側には大きな郵便局がある。

坂を登り切ってそのまま同じ方向に進むと， 1～2階が花屋のビルに着く。地下鉄銀座緩・半蔵門事車の表

参道駅から渋谷駅に向かつて歩いても良い。駐車可。月～土曜 IO～ I7時。干150渋谷区渋谷 1ー1-4

青山フラワーピル 5催。 406-7141

山階鳥類研究所宇渋谷駅の西側にある。像から駅の西側を回って南側へ出ると，山手事長の上を直交して

高速道路が西へ伸びている。菱形の横断歩道橋を対角に渡り，この高速道路の左下の歩道を登る。東急電

鉄の本社，ホテル・サンルートを過ぎ日石のガソリンスタンドの角を左へ曲がる。右側のフィリピン大使

箆，聖ケ丘教会を過ぎて下り坂の途中，最初の右側の小路を入る。この小路は，高いコンクリートの壁の

間にあり，新日本製鉄南平台寮の表示がある。急な小路を登り切り，小さな遊彊地を迂回すると，通称

rr鳥研jがある。駐車やや困難。月～金曜 10～ 1 7時 干150渋谷区南平台 8-200 .461.－嘩259,
463-0410 

国際鳥類保護会議日本委員会 (ICBPJ) 渋谷駅の南西に位置する。駅からいちばん近い。桜丘

郵便局の2階にあるので，道を聞くのも簡単。駐車困難。月～金曜 10～ 1 7時0・干15C)告を谷区後丘町

12-60 464-5983。

野鳥の会から他団体へ行くには，いったん渋谷駅まで出た方が良い。連盟から研究所・ ICBP Jへの

コースは．東急デパートの裏を回って道なりに進み，ラプホテルの林立する中を銭けて道玄坂を渡る。さ

らに進むと，首番高速・玉川通りにぶつかるので，地下道で向こう側へ渡ると．ホテル・サンルートの前

に出る。

世界野生生物基金日本委員会（w，町FJ ) 地下鉄日比谷線神谷町駅が近い。飯倉交差点に立つピルに

ある。東京タワーとソ連大使館の聞に位置している。駐車可。月～金羅9；～ 1・7時。 〒106 港区麻布
台2-4-5 メゾニ 7ク39 森ビル 6倍。 434-2221。ートラフイ7グ・ジャλンの事務所もある。

※ 山階鳥類研究所は 1984年11月ごろ，千葉県我孫子市へ移転の予定,.,.. 

！例会のb知らせ（予定）！

1. 1983年 l2月l7日〈土）＜実施決定＞

日本の穐少鳥類．その後と展望 タンチョウ一一百瀬邦

和氏（山階鳥研） アホウドリ一一長谷川博氏（東邦大）

ヤンバルクイナーー尾崎清明氏（山階鳥研〕

場所：東大農学部2号箆午後2～4時

2. 1984年2月l8日（土〉

タイ国の鳥類探訪一一森岡弘之氏（国立科博） アメリ

カ鳥学会 100年記念大会の様子一一黒田長久氏（山階鳥

研）
9 

（竹下信雄）
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場所：東大農学部2号館午後2～4時＜問い合わせ： 2月I5～ I 8日の間＞

3. l 9 8 4年3月l7日（土〉

キツツキ額の食性．糞分祈から一－~岡茂氏（農林省隻研センター） アカゲラの給量耳について一一石

田健氏（東大）

場所ー東大隻学部2号館 午後2～4時 ＜問い合わせ： 3月 14～ I7日の間＞

講演のあとの短報発表を歓迎します。また情報交換なども行ないますのでご用意ください。

問い合わせ電話番号： 03(395)5380

例会予定日の3目前からの午前8時～午後5時までの聞のみ

く1984年度分会費をお願レします＞

1 -12月制の会計年度です。来年度の会費，普通会員4,000円維持会員 10,000円 郵便振替用紙

ロ主史店主与 一一一、
なお滞納されている方も合せてお履いします。 2年以上お納めいただけない場合は，退会といたします

のでご注意ください。

＜『鳥』の原稿募集中＞

学会誌［鳥Jへの投積を受けています。 ＜送り先＞ 〒113 文京区弥生 1 1ー 1

東京大学農学部森林動物学教室 樋口広芳宛

<1983年度大会の記念写真を頒布します＞

表紙の写真と同時に撮ったカラー写真をお配けします。切手120円分と住所氏名明記のうえ，下記へお

申込みください＝

干274船橋市三山 2-2-1 東邦大学理学部海洋生物学研究室 長谷川博宛

＜次号予告ー特集 地方鳥類誌＞

近年，各県別の鳥類目録や鳥類解説書が数多く出版されています。これらの出版物の目録をとりまとめ

中です。御意見，要望をお寄せ下さい。また協力を！

また，次々号以降でとりあつかってほしいテーマ，希望など何でもお寄せ下さい。できるかぎりの努力

をします。洋書購入法とか鳥類標識銭衡，あるいは論文の書きかた，など実用的なことでもかまいませj’、
そのほか建設的意見を希望します。 （編集者）

一一一編集後記

竹下信雄さん力作の地図はいかがですかc うまく目的地へたどりつけなかった場合．ご一報くださいτ

三旦主乏笠貫主企主主主斐ュエ己主主c 手帳にチェアタして忘れないようにこよいお年をお迎えくださ
いc C JII内）
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